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65-1
総務部総務課山口
六平太裁判員プロ
ジェクトはじめます。

２３分 一般

　裁判員制度の開始を翌年に控えた２００８年の初冬。
裁判員の候補者名に名前が載った人々に通知が出さ
れた。 社内には、この通知を受け取った社員が多数
いたことから、六平太のいる総務課は、裁判員に選ば
れた社員をサポートするための「裁判員プロジェクト」
の立ち上げを社長から命じられた。六平太達は裁判を
学びながらサポート策づくりに精を出す。 果たして総
務課はプロジェクトを無事完了できるのか！？

240013391

65-2 めぐみ ２５分
中学生
高校生
一　般

　拉致事件を描いた漫画「めぐみ」（双葉社刊）を25分
間のアニメにまとめた。めぐみさんが拉致される前の横
田家の様子や、救出活動に奮闘する家族の様子を描
いている。

2008 240013425

65-3
いわたくんちのおば
あちゃん　～ぼく,戦
争せんけえね～

20分
小学生
中学生

　この作品は昭和20年8月の広島で起こった実際のお
話がもとになっています。 このアニメの主人公、寛太
は現代の小学生です。 友達のおばあちゃんのお話を
聞くうちに原爆のことや戦争のことを自分の問題として
とらえ平和への決意をしていきます。・・・

2009 240014829

65-4 ふるさと-JAPAN 98分
小学生
中学生

「あの頃、僕たちは魂の絆で結ばれていた…」昭和３１
年、東京下町を舞台に、童謡を歌い継いでいこうとし
た若い女性教師と子どもたちの間に結ばれる、”魂の
絆”の物語

2007 240017103

65-5
天王寺おばあちゃん
ゾウ　春子　最後の夏

99分 一般

国内２番目の高齢アジアゾウ・春子は、1950年、まだ
戦争の爪痕が残る中、タイから大阪の天王寺動物園
に来園しました。まだ2歳だった春子は、当時、熱烈な
歓迎を受け、以来、６４年間、大阪の人々に愛され続
けました。しかし、2013年、夏は炎天下の運動場に出
るのを嫌がり始め、冬にはあることが原因で春子の食
事を抜く事態が起きるなど、人気の陰で飼育員にとっ
て初めての事態が相次ぎました。そして、2014年、春
から夏へと季節が変わる中、春子に大きな変化が起き
ます。老いと闘いながら、最後の最後までお客さんの
前に立ち続けた春子、天国へ旅立つ時までカメラはま
わり続けました。

2015 240016709

65-6
紅い襷～富岡製糸場
物語～

100分 一　般

明治６年春、長野県松代区長の娘・横田英は反対す
る父を説得し、同郷の河原鶴らとともに富岡製糸場に
工女として入場した。英が目にしたのは、これまで見た
こともない別世界、壮大なレンガの建物とピカピカの器
械、そして西洋式の労働環境の中で真摯に糸を引く
先輩工女たちの姿だった。英と鶴らも、その姿に刺激
され、紅い襷を掛けることが許されている一等工女を
皆で目指すことを誓うのだった。

2017 240016931

65-7 紙屋悦子の青春 111分 一　般

敗戦の色濃い昭和二十年、春。両親を失ったばかりの
娘・紙屋悦子は、鹿児島の田舎町で兄・安忠とその
妻・ふさの三人で、慎ましい毎日をおくっていた。ある
日、悦子の見合いの話が持ち上がった。相手は、兄の
後輩・明石少尉の親友、永与少尉だった。悦子と明石
は、密かに心を寄せ合っていたのだが、海軍航空隊
に所属する明石は、明日の命も危ぶまれる自分より
も、生き残る可能性が高い永与に、悦子をまかせようと
したのだった。

2006 240016949

国民生活に関するもの　　その他
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65-8
ああ　栄冠は君に輝
く

81分 一　般

2018年夏、第１００回記念大会を迎えた高校野球之選
手権、大会歌「栄冠は君に輝く」の作詞は加賀大介
（石川県根上町出身）でした。1914年に中村義雄とし
て農家に生まれました。１６歳の時、裸足で野球をして
いて右足指先をけが。治療を怠ったことで右ひざから
切断することになる。絶望の淵に落ちた義雄はやがて
文芸の道を目指し”投稿生活”を始めたのです。「加賀
野短歌会」を主宰し、昭和２０年太平洋戦争が終わり、
戦後民主主義のなか演劇活動を始める。そのころ運
命の女性が登場します。それは高橋道子で加賀野短
歌会に参加、昭和２３年６月学制変更により第３０回高
等学校野球選手権大会に因み、大会歌の作詞が公
募された。5252編の中から選ばれたのは加賀大介（の
ちに改名）の書いた「栄冠は君に輝く」だった。小説家
を目指した大介は志半ば昭和48年がんのため死去。
この映画は７０年間歌い継がれた「栄冠は君に輝く」の
誕生秘話大介と家族の物語です。

2019 240017111


